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育児支援ネットワ ー クと

母親の健康に関するH韓比較研究

牛

成

島 佳

元

代
折
I

要 旨

個人化と朴会的なつながりの希薄化がすすむU韓において， 福島県と大

郎市の幼児の母親を対象に， 母親の育児支援ネットワ ー クに着目し， それ

が子どもの生活と埒親の健康にどのように関連しているかについて考察し

た。 得られた知見は以ドの通りである3 (1,〗II本では親子の触れあう時間を

大切にしているのに対して， 韓国では＋どもの教育と家族以外の人々との

核触に時間を割いていた。 ③丹親の育児支援ネットワ ー クの数は，「［有

ての相談」については， 韓同で多い傾向か見られたものの，「＋どもの世

話」については， H韓で大差は見られなかった。 ③育児支援ネットワ ー ク

の相手については，「子どもの枇語」では， H韓ともにI夫」や
―

妻の両

親」に粕っている割合か高かった。 韓国では「ffiての相談＿ については，

「犬や「―女の両親」に加えて，「火の両親Jにも剌っていることかわかっ

たc @育児支援ネットワ ー クの数と母親のメンタルヘルスについては， H 

韓ともに「fどもの世話」を頼める相 Iが増えるほど， メンタルヘルスが

良好になっていたか，I 1-育ての相談Jについては， 韓同では関連が認め

られなかった。 育児期間中の1寸親のメンタルヘルスを艮好にするためには，

今後， 家族・親放以外の育児支援ネットワ ー ク形成を促すとともに， 収人
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にかかわらず， ベビー シッタ ー などのビジネスを含めた育児支援か得やす

い環境を両同ともに作っていく必要性があると考える。

キ ー ワ ー ド：育児支援ネットワ ー ク， 育児環境評価， メンタルヘルス， 子

どもの健康•発達， II韓比較

1. 研究の背景

21世紀に人り， LJ韓両国においては個人化と少子化か忌激にすすみ，

育児不安， 産後うつ， 児章虐待が大きな社会問題となっている。 その原因

の一つとして指摘されているのが， 育児の主な担い手である母親が， 家族

や地域や友人などの支援ネットワ ー クから孤立しがちで， それが育児不安

の増加， 十どもの発逹に影糠を及ぼすと見られている。 また， 韓国の場合，

家族・親族による育児サポ ー トの他に， 近年， 大都市を中心に産後調理院

ができ， 育児サポ ー トネットワ ー クの商業化が進められている。 一方， H 

本の場合， 従来の家族・親族の範囲を超えて， 新しい電子メディアの出現

などによって近隣や迪方の友人ネットワ ー クか機能し始めている。 このよ

うなそれぞれの社会経済的状況を背景とした新しい育児サポ ー トネットワ ー

クは， どのような機能を果たしているのだろうか。

われわれは， これまで水俣病を経験した不知火海沿岸地域における住民

の心身の後遺症やWell-枷ingについて疫学研究を行ってきた。 そこで得

られた主な知見は， 住民の健康は個人の生活習慣やメチル水銀曝露量の影

聾だけでなく， その人を取り巻く社会環境， 人的なネットワ ー クや資源と

密接に関連するということであった(Ushijima K el al, 2010)。 家放地

域社会や友人などの脈略要囚やネットワ ー クが住民の健康に重大な影牌を

及ぼす。 これまでの研究の延長上に， 本稿は子育てをめぐる社会環境とし

て地域社会の環境や育児支援ネットワ ー クに焦点を当て， それが母親の健

康と＋どもの発達とどのように関連するのかを日韓比較調査を通じて予備

的な考察を行う。

2. 研究の目的

これまで母親の産後うつや育児不安に関しては子どもの性別， 出牛時体

重， 母親の病歴， 食事や述動といった 生活習慣などに注 n してきた

(Miyake Y et al , 2006)。 また， fどもの認知機能の発逹に関しても家族

の社会経済的位置， 丹親の教育胚， 父親の子どもと過こす時間， 衛生状態

などに関心か集まってきた(de Moura DR, et al, 2010)。 これらの研究

はいずれも， 個人や家族レベルの要因に焦点を当てており， その要因の背

景となる近隣地域の特徴やサポ ー トネットワ ー クの影顎などが十分検討さ

れているとは言い難い。

一方， 居住している近隣地域の社会経済的環境が栂親の健康， 十どもの

発逹やWell-bein琵に及ぽす影響(neighborhood effects) を解明する研

究か注Hを集めている(Sampson RJ et al, 2008, Kohen DE et al, 2008)。

また， 乳幼児をもつ栂親の育児支援ネットワ ー クと心理的なWell-being

との関連を分析した研究では， 育児の援助を行う人々を表す「育児支援ネッ

トワ ー ク」の質・量が栂親のメンタルヘルスを左右するという（松田，

2008年）。 これらの研究を踏まえて本研究は， 従来の個人や家族レベルの

要因に加えて， 親の健康とfどもの発達に関連する要因とその背景となる

社会環境を， 近隣地域の社会経済的環境とff児支援ネットワ ー クに着Hし

て明らかにする。

個人化と社会的なつなかりの希薄化がすすむ日韓において， 福島県と大

祁巾Uの幼児の祉親を対象に， 址親の育児不安やメンタルヘルスと＋どもの

認知機能や社会性に影響する要因やその背景となる社会経済的要囚や育児

支援ネットワ ー クの影曹を体系的に解明することが， 本研究の課題である。
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